
九州新幹線西九州ルート未着工区間の整備方式に 

関する意見書 

 

当市においては、2022 年暫定開業が公表された九州新幹線西九州ルートに

ついて、これまでも関西から直通で乗り入れが可能な整備方式を一貫して求め

ており、そのうえで「歓声が響きあう嬉野市」を目指してまちづくりを進めている。 

そのような中、国土交通省と佐賀県の間では、未着工区間（新鳥栖～武雄温

泉）の整備方式について現在協議されている。 

整備方式においては、県内で様々な意見がある中で、スーパー特急やフリー

ゲージトレイン、リレー方式、フル規格、ミニ新幹線の５つの整備方式について、

これまでの経緯を踏まえつつ、将来に向けて県民の皆様の利益と西九州全体の

発展を見据え、様々な可能性を議論し、県民の皆様の意見を真摯に幅広く聞くこ

とが重要である。 

しかしながら、県議会での議論等を踏まえると、県民の皆様が判断する上で必

要な情報が十分に提供されているとは言いがたく、公平性を欠くものである。 

そのような理由から、県が環境影響評価の実施に同意することは不可欠であり、

正しい見地から５つの整備方式について幅広く議論することが必要と考える。 

県においては、更なる県政発展と県民の未来を見据え、県民の皆様が正しい選

択ができるよう、国土交通省が提案した環境影響評価の実施に同意したうえで５つ

の整備方式に係るメリット、デメリットなどの諸課題について、国土交通省や関係機

関としっかり協議し、そのうえで県としての方向性を見いだすよう強く要請する。 

 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。     
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